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研究成果の概要（和文）：日本人18例、韓国人39例の剖検肺を対象として含鉄小体及び非被覆繊維及び透過型分析電子
顕微鏡を用いて石綿繊維に種類別の計測を行った。日本人が全ての濃度で韓国人に比べて有意に高値であった。含鉄小
体濃度、非被覆繊維濃度ともに、石綿・非石綿繊維濃度と有意な相関を認めた。含鉄小体濃度、非被覆繊維濃度は、石
綿・非石綿繊維濃度と概ね有意な相関が得られたが、含鉄小体濃度においては、角閃石系石綿濃度とは有意な相関が得
られなかった。非被覆繊維濃度との相関が含鉄小体濃度との相関よりも強いことが確認された。石綿曝露が比較的少な
い今回の対象例では、非被覆繊維の計測により、より正確な曝露評価が可能になると考えられた。

研究成果の概要（英文）：To demonstrate the correlations between the concentrations of ferruginous body as 
well as uncoated fiber both of which can be observed with phase-contrast microscope and the concentration 
of various inorganic fibers including asbestos which requires the observation with TEM or SEM, we 
measured those indices among Japanese and Korean cases. Though the concentration of ferruginous body in 
lung tissue is an important index of asbestos exposure, uncoated fibers observed with phase-contrast 
microscope might be another index especially in such cases with relatively low exposure due to their 
history of living in a general environment. However, to establish the reliability of uncoated fibers as 
an index of asbestos exposure, analysis with more cases and from various backgrounds must be carried out.

研究分野：労働衛生
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１．研究開始当初の背景 

  肺内石綿量の評価としてよく用いら

れる肺の組織分析は、サンプルを得た時

点での肺内石綿量を反映しており、職業

曝露の評価として使用されてきた。この

組織分析には、電子顕微鏡による肺内石

綿繊維の計測と、位相差顕微鏡による含

鉄小体の計測がある。位相差顕微鏡によ

る含鉄小体の計測は、電子顕微鏡法に比

べて単純な方法であるため、病院でのル

ーチン業務としても行われている。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、我々の過去の研究で対象

となった症例のうち、肺試料が残存して

おり分析が可能であった 57 例について、

新たに含鉄小体濃度及び非被覆繊維濃度

を計測し、肺内石綿・非石綿繊維濃度と

の相関を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

対象 

 以前の共同研究者Yu、Limらの報告で

対象となった症例のうち、肺試料が残っ

ていた日本人18例（男性12例、女性6例、

平均年齢62.3歳）及び韓国人39例（男性

33例、女性6例、平均年齢38.4歳）の剖検

肺を対象とした。日本人の剖検肺は、名

古屋市及び近隣の非石綿疾患患者で1978

年から1987年までに解剖されて得られた。

韓国人の剖検肺は、そのほとんどが事故

により死亡した症例で、首都及び地方都

市の大学病院で解剖されて得られた。 

 

４．研究成果 

 (1) 日本人 18 例のうち、男性 12 例及

び女性 4 例の平均年齢は 60.50 歳及び

65.83 歳であった。日本人男性の職業は、

production worker4 名、office worker1

名、運転手 3 名、不明 4 名で、女性は、

主婦 4 名、production worker1 名、無職

1 名であった。韓国人 39 例のうち、男性

33 例及び女性 6 例の平均年齢は 37.21 歳

及び 45.17 歳であった。韓国人男性の職

業は、office worker7 名などであった。

女性は主婦 4 名、ウエイトレス 1 名、無

職 1 名であった。日本人で職歴が調査で

きた 12 例のうち、石綿に曝露された可能

性が考えられたのは男性 8 例であった。

韓国人の職種は死亡時の職種であり、そ

れ以前の職歴、石綿曝露の可能性につい

ては不明であった。 

 (3) 含鉄小体濃度、非被覆繊維濃度と

肺内石綿・非石綿繊維濃度との相関の結

果を表 1 に示す。含鉄小体濃度、非被覆

繊維濃度ともに、肺内石綿・非石綿繊維

濃度と有意な相関を認めた（p<0.05）(表

2)。肺内石綿・非石綿繊維を長さ 1μm未

満と以上に分けて、含鉄小体濃度、非被

覆繊維濃度と同様に相関を検討した結果、

角閃石系石綿繊維濃度とは含鉄小体濃度、

非被覆繊維濃度ともに有意な相関を認め

なかったが、その他の繊維濃度とは含鉄

小体濃度、非被覆繊維濃度ともに有意な

相関を認めた（p<0.05）。本研究における

含鉄小体濃度と非被覆繊維濃度の、肺内繊



維濃度との相関を比較すると、非被覆繊維

濃度との相関が含鉄小体濃度との相関より

も強いことが確認された。石綿曝露が比較

的少ない今回の対象例では、非被覆繊維を

計測することにより、より正確な曝露評価

を可能にすると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表1日本と韓国の含鉄小体濃度、繊維状物質濃度及び肺内石綿・非石綿繊維濃度の比較 

 

n 

位相差顕微鏡法 

（×103/g乾燥肺） 
 

電顕法（×103/g乾燥肺） 

含鉄小体 非被覆 

繊維 

無機繊維 石綿繊維 クリソタ

イル 

角閃石系

石綿 

非石綿繊

維 

名古屋市及び

近隣の非石綿

疾患患者 

18 
0.59 

(<0.03-2.78) 

34.26 

(1.91-109.42) 

 
42.94 

(2.42-135.37) 

2.38 

(0.31-5.78) 

1.71 

(0.18-5.14) 

0.72 

(<0.10-2.58) 

40.56 

(2.10-132.79) 

韓国事故死剖

検例 

39 0.11** 

(<0.03-0.67) 

0.72** 

(0.09-3.93) 

 
10.33** 

(0.53-51.50) 

0.36** 

(<0.02-3.81) 

0.23** 

(<0.02-3.67) 

0.16** 

(<0.02-.-0.89) 

9.98** 

(0.53-51.00) 

 

表 2含鉄小体及び繊維状物質濃度と長さ別石綿・非被覆繊維濃度との関係 

含鉄小体

非被覆繊維

無機繊維

非石綿繊維

石綿繊維

クリソタイル

角閃石系石綿

無機繊維

非石綿繊維

石綿繊維

クリソタイル

角閃石系石綿

0.63

0.71

0.72

0.55

0.62

**

**

**

**

**

相関係数

**

*

*

**

**

**

**

*

**

**

*

**

**

**

**

**

1μm未満   1μm以上   全て   

0.53

   0

.

42

0.40

0.29

0.54

0.65

0.61

0.59

0.01

0.64

0.40

0.57

0.58

0.35

0.38

0.55

0.68

0.63

0.46

0.51

**

n 相関係数n 相関係数n

57

50

41

35

57

38

28

26

12

38

57

37

33

15

57

38

31

25

22

38

57

46

31

32

57

n=38

n=57

無機繊維・石綿繊維・クリソタイル・角閃石系石綿・非石綿繊維の長さ

**

**

**

*

**

0.51

   0

.

55

0.52

0.46

0.50

38

35

31

24

38

**：p<0.01   * ：p<0.05  
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